
　スミセイ・ヒューマニー活動は、「人間味あふれ（ヒューマ
ン）、地域社会と調和を図れる（ハーモニー）企業でありたい」
そんな想いから「ヒューマニー（ヒューマン＆ハーモニー）」を
合言葉に1992年からスタートした職員参加型のボランティア
活動です。SDGs達成に貢献するため、清掃活動や施設訪問、

チャリティバザー、海外の子ども
たちに絵本を届ける活動など、各
地で多岐にわたる活動を展開し
ています。

　住友生命福祉文化財団、住友生命健康財団にて「社会福祉」
「健康増進」分野等の社会的課題に取り組んでいます。また住
友生命が設立メンバーである住友財団では、基礎科学、環境、

芸術・文化、国際交流等の各分野で、研究や事業に対して助成
を行っています。

地球環境の保護
住友生命では従来より健康な暮らしを支えるため、事業活動において常に地球環境への影響を配慮
した様々な活動を行ってきました。今後も時代の変化に合わせ、積極的な活動に取り組みます。

　住友生命は地球環境の維持・保全が我々が目指す「豊かで明るい長寿社会の実現」に必要不可欠であると考えています。
　当社事業の公共性や社会への責任を踏まえ「健康な暮らしを支えるため、事業活動において常に地球環境への影響に
配慮し、その保護に積極的に取り組む」ことをCSR経営方針に定め、日々の活動において以下の方針に従い、着実かつ持続
可能な地球環境保護活動へ取り組みます。

スミセイ環境方針

健康増進

子育て支援

職員ボランティア（スミセイ・ヒューマニー活動）

財団の活動

その他の活動

住友生命では、保険事業の健全な運営とその発展を通じて、豊かで明るい長寿社会の実現に貢献
したいとの想いから、「健康増進」「子育て支援」「地球環境の保護」のテーマを重点分野として、社
会貢献活動に積極的に取り組んでいます。また、これらの活動のベースとして職員ボランティア「スミ
セイ・ヒューマニー活動」を実施し、職員の社会貢献意識の醸成を図っています。

第42回
文部科学大臣賞

スミセイ“Vitality Action”の取組み がん・認知症に関する取組み

未来を強くする子育てプロジェクト

24時間テレビ“愛は地球を救う”協賛 全国縦断チャリティコンサート

スミセイアフタースクールプロジェクト こども絵画コンクール

豊かな社会づくり

・健康増進をテーマとした社会貢献事業「スミセイ
“Vitality Action”」では「コレクティブインパクト」と
いうCSVの特徴的なアプローチ方法を用い、自治体
や財団、アスリート等の皆さまからご協力を得なが
ら、健康増進という社会課題に取り組んでいます。具
体的には、全国110箇所での様々な種目のトップアス
リートによる親子スポーツイベントを軸に展開してい
ます。

・がん患者団体等への支援を通じて、早期発見・早期治療そして患者さ
んとその家族を支援しています。また、国立研究開発法人国立がん研
究センター監修のもと「知っておきたいがんのこと」等のツール作成や

「最先端のがん治療・粒子線がん治療」の啓発活動を行っています。そ
の他、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝える活動
として、ピンクリボン運動を応援しています。

・認知症ケアに取り組む団体への支援や、全職員に向けて認知症サポー
ター養成を行っています。また、認知症専門医やケアマネジャー監修
のもと「知っておきたい認知症のこと」等のツールを作成し啓発活動を
行っています。

　子どもたちの成長を地域みんなの力
で応援するため、子育て支援に取り組む
団体や個人を表彰し、その貴重な活動を
サポートしています。また、助成金制度を
設けて女性研究者の研究と子育ての両
立を支援しています。

　小学生の放課後をもっと楽しく、より
安全に過ごせる環境整備を目指し、全
国の学童保育等で「いのち」「健康」「未
来」をテーマとした出張授業を行ってい
ます。

　毎年国内外から多数の応募があり、
2000年度からはフランス国立ルーヴル
美術館にて優秀作品を展示しています。
また、「お渡しした画
用紙1枚につき1円、
応募作品1点につき
10円」を寄付し、日本
ユニセフ協会の活動
を応援しています。

　2006年度から24時間テレビ“愛は地球を救う”に協賛し、
全国で募金活動を実施しています。独自の使用済み切手回収
ボックスを作成し、各企業さまにもご協力いただき、回収活動を
実施しています。

　全国各地へ国内外の一流アーティストによるクラシック音楽
をお届けしています。会場でのチャリティ募金を、福祉事業など
への寄付や、タイやベトナムの学校校舎の建設、被災地への義
援金・支援金に役立てています。

事業活動を通じた取組み
気候変動への対応（TCFD提言への賛同） 環境課題の解決へ向けた投融資の取組み
　2015年にパリ協定が採択されるなど、気候変動が大きな
テーマとなっていることを踏まえ、TCFD（気候関連財務情報
開示タスクフォース）が気候関連のリスク・機会に関する情報
開示のフレームワークを示した最終提言書（TCFD提言）へ賛
同しています。（TCFD提言に沿った情報開示について、詳しく
は公式ホームページをご覧ください。）

　「グリーンボンドへの投資」「国内太陽光発電プロジェクト
ファイナンス」等、環境課題の解決を目的とした債券等への投
融資を行っています。2019年度から策定を開始したESG投融
資方針のもと、SDGs達成に向けた取組みとして、一層推進し
ております。（詳細はP56参照）

環境面での支援・社会貢献への取組み
海洋プラスチック問題への対応サンゴ礁保全プロジェクト
　2019年10月から本社・東
京本社におけるプラスチッ
クストローの使用を廃止し、
紙ストローに変更しました。
　また、環境省「Plastics 
Smart」に賛同し、使い捨て
用プラスチックの削減や海
浜・河川のクリーンアップ活
動に取り組んでいます。

　人間に豊かな恵みをもたら
し、生物多様性の観点からも
重要なサンゴ礁ですが、地球
温暖化や海洋汚染などを原因
として消失が進んでいます。サ
ンゴ礁の保全と持続可能な地
域づくりのために、2008年か
ら「サンゴ礁保全プロジェクト」として、公益財団法人
世界自然保護基金ジャパン（WWFジャパン）の南西
諸島のサンゴ礁生態系保全活動を支援しています。

ⒸWWFジャパン

省エネ・省資源への取組み
事業活動を通じた取組み 印刷物への環境配慮 環境に配慮した不動産運用
　全社的に省エネ・省資源への取組みを
行っています。具体的には、事業活動に
おいて環境負荷の大きい紙使用量の削
減および電気使用量の削減について、各
所属が主体となって取り組んでいます。
　また、2019年から新契約電子化を開
始しており、今後更なる紙使用量の削減
が見込まれます。

　お客さま向けカレンダーや商品パンフレット、
社内向け教材等について、環境に配慮した印刷
物を使用しています。また、
こうした印刷物に独自の環
境シンボルマークを記載す
る等、職員の環境意識を高
めながら、全社的な取組み
を行っています。

　全国に所有する約100棟の
テナントビルについては、省エ
ネ型設備の導入や冷暖房設備
のきめ細やかな温度設定など
を通じて省エネ推進に取り組ん
でいます。

地球環境の大切さ、および事業活
動の環境への負担を十分に認識
し、事業活動を通じた地球環境保
護を推進します。

1
オフィスの省エネルギー・省資源・
廃棄物のリサイクル、ならびに消
耗品・什器・備品等のグリーン購入
を推進します。

2
役職員一人ひとりの環境啓発に努
め、その地球環境保護活動を支援
するとともに、環境面での社会貢
献に積極的に取り組みます。

3

｜価値創造を支える基盤｜地球環境の保護　豊かな社会づくり
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